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避難勧告等の名称が変わります
　高齢者等が避難を開始する段階であることを明確にするなど
の理由から、内閣府より避難勧告等の名称について変更の通知
があったため、町では以下のとおり変更します。
　（変更前）　　　　　　　（変更後）

◎
そ
な
え

　
町
で
は
、
町
民
の
た
め
の
防
災
情

報
誌
「
そ
な
え
」
を
平
成
26
年
11
月

に
全
戸
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
女
性
の
視
点
を
加
え
て
災
害
の
知

識
や
防
災
の
ノ
ウ
ハ
ウ
、
子
ど
も
や

高
齢
者
、
ペ
ッ
ト
が
い
る
場
合
の
ポ

イ
ン
ト
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

外
出
時
で
も
お
財
布
や
定
期
入
れ
等

に
入
れ
て
活
用
で
き
る
防
災
ポ
ケ
ッ

ト
ガ
イ
ド
も
あ
り
ま
す
。
日
頃
か
ら

何
を
備
え
て
お
け
ば
良
い
か
な
ど
、

ご
家
庭
で
災
害
へ
の
「
そ
な
え
」
に

役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、「
そ
な
え
」
は
町
役
場
、

国
府
支
所
で
閲
覧
で
き
る
ほ
か
、
大

磯
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、
閲
覧
・

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
分
か
り
ま

せ
ん
。
外
出
中
に
被
災
し
て
帰
宅
が

困
難
に
な
っ
た
り
、
電
気
・
ガ
ス
・

水
道
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
止
ま

り
、
外
部
か
ら
の
救
援
が
遅
れ
て
し

ま
う
場
合
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
普
段
か
ら
、「
自
分
に
と
っ
て
、
我

が
家
に
と
っ
て
」
災
害
時
に
必
要
な

も
の
を
あ
ら
か
じ
め
整
理
し
て
、
い

ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

　
阪
神
淡
路
大
震
災
か
ら
22
年
、
東

日
本
大
震
災
か
ら
６
年
と
い
う
月
日

が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、

未
曾
有
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
こ
れ

ら
の
災
害
の
記
憶
を
決
し
て
風
化
さ

せ
る
こ
と
な
く
、
教
訓
と
し
て
、
い

ざ
と
い
う
と
き
に
自
分
自
身
や
家
族

の
命
を
守
れ
る
よ
う
に
普
段
か
ら
備

え
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
ま
た
、
自
分
と
家
族
の
命
と
わ
が

家
を
守
る
た
め
に
は
、
ま
ず
「
わ
が

身
わ
が
命
、
わ
が
家
は
自
分
で
守

る
」
と
い
う
意
識
を
持
つ
こ
と
で
す
。

災
害
は
決
し
て
他
人
事
で
は
な
く
自

分
自
身
の
こ
と
で
す
。
訓
練
を
繰
り

返
し
行
う
こ
と
で
、
い
ざ
と
い
う
と

き
に
と
っ
さ
の
行
動
が
起
こ
せ
ま

す
。
自
分
の
身
が
安
全
・
無
事
で
こ

そ
、
困
っ
て
い
る
人
を
助
け
る
こ
と

が
出
来
る
と
い
う
こ
と
を
覚
え
て
お

き
、
日
頃
か
ら
災
害
へ
の
備
え
を
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

必
要
な
も
の
を

備
え
よ
う

《ローリングストック法》
　缶詰やレトルト食品などの、普段利用
している食品を最初に多めに購入してお
いて、消費したらその分補充すれば、常
に一定量の食品を家庭内に備蓄すること
が出来ます。これが「ローリングストッ
ク（回転備蓄）法」です。賞味期限切れ
を防ぎ、いざという時に役立ちます。

●登録方法●　①左記のＱＲコードを読み取るか、
　　　　　　　　bousai.oiso-town
　　　　　　　　　　@raiden2.ktaiwork.jp
　　　　　　　　に空メールを送信

　　　　　　　②返送されたメール内の本文に
　　　　　　　　記載されているＵＲＬで登録

　　　　　　　③登録完了メールが届いたら完了！

大磯町防災メール配信に登録しましょう

３月８日（水）実施
シェイクアウトおおいそ

～学校いっせい防災行動訓練～
　町内の学校・園で防災行動訓練（シェイクアウト）
を行います。皆さんも各家庭で取り組みましょう。

各家庭で準備しよう
もしものときのこと

～東日本大震災から
６年が経過して～

問　危機管理課　☎内線241・244

避難準備情報 避難準備・高齢者等避難開始

・いつでも避難ができるよう準備をしましょう。身の危険を感
じる人は、避難を開始しましょう。
・避難に時間がかかる人（高齢者や障がいのある方、乳幼児を
お連れの方）は避難を開始しましょう。

避難勧告 避難勧告

・避難場所へ避難をしましょう。
・地下空間にいる人は、速やかに安全な場所に避難をしましょう。

避難指示 避難指示（緊急）

・まだ避難をしていない場合は直ちに避難しましょう。
・外出することで、かえって命に危険が及ぶような状況では、
自宅内のより安全な場所へ避難しましょう。
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百
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
髙
木
昌
江
さ
ん
（
国
府
本
郷
）
と

細
谷
輝
子
さ
ん
（
西
小
磯
）
が
２
月

に
満
百
歳
の
お
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ

ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
健
康
に
留
意
さ
れ
、

元
気
に
過
ご
さ
れ
ま
す
よ
う
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。

問
　
福
祉
課
　
☎
内
線
３
１
６

　
大
磯
、
東
小
磯
、
西
小
磯
、
国
府

本
郷
、
国
府
新
宿
地
区
の
一
部
の
区

域
で
、
５
月
か
ら
公
共
下
水
道
が
使

え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
供
用
が
開
始
（
下
水
道
が
使
用
で

き
る
）
さ
れ
る
区
域
内
の
土
地
所
有

者
の
皆
さ
ん
に
、「
下
水
道
事
業
受
益

者
申
告
書
」を
４
月
に
送
付
し
ま
す
。

○
受
益
者
負
担
金
制
度
と
は

　
供
用
開
始
に
伴
い
、
整
備
費
用
の

一
部
を
皆
さ
ん
に
負
担
し
て
い
た
だ

く
も
の
で
、
負
担
額
は
、
供
用
開
始

対
象
区
域
内
に
所
有
す
る
土
地
ま
た

は
権
利
の
あ
る
土
地
の
面
積
に
単
位

負
担
金
額
（
１
平
方
メ
ー
ト
ル
当
た

り
３
７
７
円
）
を
乗
じ
て
算
出
し
た

金
額
で
す
。

　
な
お
、
負
担
金
は
土
地
に
対
し
て

「
一
回
限
り
」
の
負
担
で
す
。

○
住
民
説
明
会
を
開
催

　
大
磯
、
東
小
磯
、
西
小
磯
、
国
府

本
郷
、
国
府
新
宿
地
区
の
一
部
の
区

域
内
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、
供
用
開

始
に
伴
う
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
開
催
日
時
等
は
、
地
区
の
回
覧
や

区
域
内
に
土
地
を
所
有
さ
れ
て
い
る

方
に
対
し
通
知
し
ま
す
。

問
　
下
水
道
課

　
☎
内
線
２
１
４
・
２
２
４

　
バ
イ
ク
や
軽
自
動
車
は
、
そ
の
年

の
４
月
１
日
に
名
義
が
登
録
さ
れ
て

い
る
方
に
１
年
分
の
税
金
が
課
税
さ

れ
ま
す
。
廃
車
や
名
義
変
更
は
、
３

月
末
日
ま
で
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
手
続
き
場
所

▼
原
動
機
付
自
転
車
（
125
㏄
以
下
）

　
　
町
役
場
税
務
課

▼
三
輪
・
四
輪
（
660
㏄
以
下
）

　
　
軽
自
動
車
検
査
協
会

　
　
☎
050
（
３
８
１
６
）
３
１
１
９

▼
二
輪
（
125
㏄
を
超
え
る
も
の
）

　
　
湘
南
自
動
車
検
査
登
録
事
務
所

　
　
☎
050
（
５
５
４
０
）
２
０
３
８

　
転
入
や
転
出
・
転
居
な
ど
が
増
え

る
３
月
末
・
４
月
始
め
の
土
曜
日
は
、

臨
時
に
窓
口
を
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

▼
利
用
で
き
る
日
時

　
３
月
25
日
（
土
）

　
４
月
１
日
（
土
）

　
８
時
30
分
～
17
時
15
分

▼
取
扱
窓
口

　
本
庁
舎
１
階
町
民
課

▼
取
扱
業
務
　
下
表
の
と
お
り

　
内
容
に
よ
っ
て
手
続
き
が
完
了
で

き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
詳
細
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
町
税
等
を
納
付
す
る
場
合
は
、
必

ず
納
付
書
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

国
税
（
所
得
税
等
）
県
税
（
自
動

車
税
）
は
納
付
で
き
ま
せ
ん
。

問
　
町
民
課

　
　
☎
内
線
２
７
２
・
２
７
４

３
月
末
・
４
月
始
め
の
土
曜
日
に

窓
口
を
利
用
で
き
ま
す

取　　扱　　業　　務 取扱窓口

税金などの

納付

○住民税、固定資産税、軽自動車税、

　国民健康保険税などの納付

町　民　課

戸　籍　係

証明書等

交付

○住民票の写し、印鑑証明書

○戸籍証明書（謄本、抄本）

申請・届出

など

○住民異動届（転入、転出、転居など）、

　印鑑登録、戸籍届（受領のみの場合あり）

○国民健康保険業務
町　民　課

保険年金係

軽自動車税のグリーン化特例

　地方税法等の改正に伴い、平成29
年度も軽自動車税のグリーン化特例
が適用されます。

▼グリーン化特例とは
　平成28年４月１日から平成29年 

３月31日までに新車の登録検査を受

けた軽四輪車等で、一定の環境性

能を有するものについては、その

燃費性能に応じて、税率を軽減する

（75％・50％・25％）特例措置が適

用されます。（初めて課税される年

度分に限ります。）

問　税務課　☎内線253・25４ 

原動機付自転車（125cc以下）等の廃車手続き　　

内　容 必要なもの

○使用しなくなったとき
○町外に転出するとき
○他人に譲るとき

・所有者の印鑑
・交付を受けた標識（ナンバープレート）
・標識交付証明書

○紛失してしまったとき ・所有者の印鑑・標識交付証明書

○盗難にあったとき
・所有者の印鑑・標識交付証明書
・警察に届出をした受理番号、届出日、
　届出警察署名

※標識を紛失した場合は、200円の弁償金がかかります。

問　税務課　☎内線253・25４

バ
イ
ク
や
軽
自
動
車
の
廃
車
等
の

手
続
き
は
お
す
み
で
す
か
？

公
共
下
水
道
の
使
え
る
地
域
が
拡
大

～
受
益
者
負
担
金
制
度
に

�

ご
理
解
と
ご
協
力
を
～

所
得
税
と
町・県
民
税
の
申
告
は

３
月
15
日（
水
）ま
で
！

申
告
の
期
限
が
近
づ
い
て
い
ま
す
。

　
確
定
申
告
は
税
務
署
の
会
場
で
受

け
付
け
ま
す
が
、
確
定
申
告
書
Ａ

（
年
金
・
給
与
収
入
の
み
の
申
告
）

は
、
町
役
場
で
も
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

問
　
税
務
課

　
☎
内
線
２
５
３
・
２
５
４

▲髙木昌江さん▲細谷輝子さん
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交
通
栄
誉
章
「
緑
十
字
金
章
」

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
！

　
永
年
に
わ
た
り
交
通
安
全
活
動
に

尽
力
さ
れ
て
お
ら
れ
る
山
口
武
夫
さ

ん
（
国
府
本
郷
在
住
）
が
交
通
栄
誉

章
「
緑
十
字
金
章
」
を
受
章
さ
れ
ま

し
た
。

　
山
口
さ
ん
は
、
昭
和
46
年
か
ら
平

成
25
年
ま
で
交
通
指
導
員
と
し
て
、

町
民
の
交
通
安
全
に
携
わ
り
、
そ
の

後
、
大
磯
地
区
交
通
安
全
協
会
理
事

と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
平
成
23
年
か
ら
、
地
域
交
通

安
全
活
動
推
進
委
員
と
し
て
の
活
動

も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
す
ま
す
の

ご
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

問
　
町
民
課
　
☎
内
線
２
３
７

「
平
塚
市
・
大
磯
町
・
二
宮
町
共
同
消

防
指
令
セ
ン
タ
ー
」の
竣
工
に
つ
い

て（
お
知
ら
せ
）

　
２
月
19
日
（
日
）
に
、
平
塚
市
役

所
新
庁
舎
３
階
に
設
置
さ
れ
た
平
塚

市
・
大
磯
町
・
二
宮
町
共
同
消
防
指

令
セ
ン
タ
ー
で
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
大
磯
町
内
で
発
生
し
た
火
災

や
救
急
な
ど
の
１
１
９
番
通
報
は
、

現
在
、
消
防
署
の
通
信
指
令
室
で
受

信
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
最
新
の
機
能
を
備
え
た

共
同
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
で
各
市
町

の
消
防
職
員
が
24
時
間
体
制
で
対
応

し
、
１
市
２
町
の
１
１
９
番
通
報
を

受
付
け
、
消
防
署
等
に
出
動
を
指
示

し
出
動
部
隊
と
の
無
線
交
信
が
行
わ

れ
ま
す
。

▼
名
称
　
平
塚
市
・
大
磯
町
・
二
宮

町
共
同
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー

問
　
消
防
署
　
☎
（
61
）
０
９
１
１

下
水
道
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
で
入
賞
！

　
公
益
財
団
法
人
　
神
奈
川
県
下
水

道
公
社
主
催
の
下
水
道
作
品
コ
ン

ク
ー
ル
で
、
応
募
総
数
４
，
１
５
０

点
の
中
か
ら
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

◇
書
道
の
部

　
入
賞
　
田
中
　
琴
葉
さ
ん（
国
府
小
）

　
表
彰
式
は
２
月
５
日
（
日
）
茅
ヶ

崎
市
民
文
化
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

問
　
下
水
道
課
　
☎
内
線
２
１
４

「
な
ぜ
イ
ノ
シ
シ
が
で
る
の
!?
」

鳥
獣
害
対
策
講
習
会
in
西
小
磯
西
地

区
を
開
催
し
ま
し
た

■
現
状
は
？

み
ん
な
で
イ
ノ
シ
シ
を
「
餌
付
け
」

し
て
い
る
状
況

　
イ
ノ
シ
シ
は
本
来
、「
暑
が
り
」・

「
怖
が
り
」・「
怠
け
者
」で
す
が
、わ
ざ

わ
ざ
人
里
に
出
て
く
る
の
は
人
間
が

「
餌
」を
用
意
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

　
例
え
ば
、
収
穫
せ
ず
に
放
置
し
て

い
る
栗
や
柿
、
畑
の
脇
に
捨
て
て
い

る
売
り
物
に
な
ら
な
い
ミ
カ
ン
や
野

菜
な
ど
で
す
。
雑
草
も
イ
ノ
シ
シ
の

餌
に
な
り
ま
す
。
特
に
、
冬
に
青
々

と
生
え
て
い
る
柔
ら
か
い
若
草
。
こ

れ
は
10
月
以
降
、
頻
繁
に
草
刈
を
す

る
と
生
え
て
き
ま
す
。
イ
ノ
シ
シ
に

と
っ
て
は
こ
れ
が
、
餌
の
少
な
い
冬

に
生
き
残
る
た
め
の
貴
重
な
餌
に
な

り
ま
す
。
加
え
て
荒
廃
農
地
の
草
ヤ

ブ
な
ど
の
「
潜
み
場
」
が
あ
れ
ば
、

「
怖
が
り
」
の
イ
ノ
シ
シ
で
も
安
心

し
て
人
里
に
出
て
こ
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
で
は
、
人
間
が

「
餌
」
と
「
潜
み
場
」
を
作
っ
て

「
餌
付
け
」
し
て
い
る
よ
う
な
も
の

な
の
で
す
。

人
里
で
イ
ノ
シ
シ
が
増
え
て
い
る

　
こ
う
な
る
と
イ
ノ
シ
シ
は
、
大
量

の
餌
を
安
心
し
て
一
年
中
食
べ
ら
れ

る
人
里
で
、
子
育
て
を
す
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
年
間
５
頭
前
後
を
出
産

し
、
普
通
は
そ
の
う
ち
１
～
２
頭
が

成
獣
に
な
る
と
こ
ろ
、
栄
養
状
態
が

良
く
な
る
こ
と
で
５
頭
す
べ
て
が
成

獣
に
な
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
ど
ん

ど
ん
イ
ノ
シ
シ
が
増
え
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

■
対
策
は
？

「
餌
付
け
」
を
や
め
る
こ
と

　
「
餌
」
と
「
潜
み
場
」
を
で
き
る

と
こ
ろ
か
ら
少
し
ず
つ
無
く
し
て

「
餌
付
け
」
を
や
め
れ
ば
、
被
害
は

減
っ
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
方
法
で
、
実
際
に
被

害
を
減
ら
す
こ
と
に
成
功
し
た
地
域

が
、
島
根
県
や
熊
本
県
な
ど
、
主
に

西
日
本
で
徐
々
に
増
え
て
き
て
い
ま

す
。

　
例
え
話
と
し
て
、
さ
ば
い
た
魚
の

頭
を
台
所
に
放
っ
て
お
く
と
ハ
エ
が

来
ま
す
。
ハ
エ
が
こ
な
い
よ
う
に
す

る
に
は
、
当
然
、
魚
の
頭
を
片
付
け

ま
す
。
駆
除
だ
け
一
生
懸
命
や
っ
て

い
る
イ
ノ
シ
シ
対
策
は
、
魚
の
頭
を

片
付
け
な
い
で
ハ
エ
を
一
匹
ず
つ
殺

し
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
い

つ
ま
で
経
っ
て
も
そ
の
数
が
減
っ
て

い
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
ポ
イ
ン
ト
は
？

対
策
は
順
番
が
大
事
！

　
大
切
な
こ
と
は
、
対
策
を
進
め
る

順
番
で
す
。

　
こ
の
順
番
が
逆
だ
と
効
果
は
表
れ

ま
せ
ん
。
イ
ノ
シ
シ
を
増
や
し
な
が

ら
駆
除
し
て
も
被
害
は
減
っ
て
い
き

ま
せ
ん
。
だ
か
ら
そ
の
前
に
「
餌
付

け
」
を
や
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
し
か
し
、
一
人
で
や
っ
て
も
効
果

は
な
く
、
地
域
み
ん
な
で
や
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
ま
ず

や
る
こ
と
は
「
み
ん
な
で
勉
強
」
す

る
こ
と
で
す
。

　
こ
こ
で
紹
介
し
た
内
容
は
、
今
年

度
、
全
４
回
の
連
続
講
習
会
の
内
容

の
抜
粋
で
す
。

　
町
で
は
、
地
域
ぐ
る
み
で
イ
ノ
シ

シ
対
策
を
進
め
て
い
く
た
め
に
、
今

後
も
講
習
会
を
開
催
し
て
い
き
ま
す
。

問
　
産
業
観
光
課
　
☎
内
線
２
６
２

落ちたミカンを食べるイノシシ（町内で撮影）

〈対策の順番〉
★一番目：地域みんなで勉強。
★�二番目：農地や地域全体をイ
ノシシから守りやすい、「餌
付け」をしない環境に改善。
★三番目：柵などで農地を囲う。
★駆除は、最後に!!
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自
殺
は
個
人
の
問
題
や
責
任
で
は

な
く
、
社
会
的
に
追
い
込
ま
れ
た
末

の
死
で
す
。
自
殺
に
傾
く
人
の
サ
イ

ン
（
不
眠
な
ど
）
に
、
周
囲
の
人
が

気
づ
き
寄
り
添
う
こ
と
が
大
切
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
自
殺
の
背
景
に
は
、
う
つ
な
ど
の

精
神
疾
患
や
、
経
済
的
な
問
題
、 

家

族
関
係
な
ど
多
く
の
要
因
が
絡
み

合
っ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
身
近
な

人
に
悩
み
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る

か
、
必
要
な
相
談
窓
口
を
知
っ
て
い

る
か
な
ど
が
、
自
殺
を
思
い
と
ど
ま

る
た
め
の
大
切
な
要
素
と
な
り
ま
す
。

　
町
で
は
３
月
中
に
公
共
施
設
等
に

の
ぼ
り
旗
を
設
置
し
、
公
用
車
両
に

シ
ー
ト
を
付
け
て
走
り
自
殺
予
防
の

啓
発
を
行
い
ま
す
。

　
い
つ
も
よ
り
ほ
ん
の
少
し
、 

自
分

自
身
や
大
切
な
人
の「
こ
こ
ろ
の
声
」

に
、
耳
を
傾
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
　
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課

　
☎
内
線
３
１
０

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
作
動
確
認
を

し
ま
し
ょ
う

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
電
池
が
切

れ
る
と
作
動
し
な
く
な
り
ま
す
。

　
火
災
警
報
機
の
種
類
に
よ
っ
て
点

検
方
法
は
異
な
り
ま
す
が
、
定
期
的

に
機
器
の
作
動
状
況
を
確
認
し
、「
電

池
切
れ
」
や
「
本
体
の
故
障
」
の
場

合
は
速
や
か
に
電
池
や
機
器
本
体
の

交
換
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
機
器
が
古
く
な
る
と
電
子

部
品
の
寿
命
な
ど
で
、
火
災
を
感
知

し
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で

新
し
い
物
へ
の
交
換
を
お
す
す
め
し

ま
す
。

　
警
報
機
を
設
置
し
た
時
に
記
入
し

た
「
設
置
年
月
」
ま
た
は
、
本
体
に

記
載
さ
れ
て
い
る
「
製
造
年
」
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
　
消
防
総
務
課

　
☎
（
61
）
０
９
１
１

　
３
月
１
日
（
水
）
か
ら
７
日
（
火
）

ま
で
の
７
日
間
、
春
の
全
国
火
災
予

防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
春
先
に
か
け
て
、
空
気
が
乾
燥

し
、
強
い
風
が
吹
く
日
が
多
く
な
り
、

い
っ
た
ん
火
災
が
発
生
す
る
と
、
大

き
な
火
災
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
運
動
は
、
火
災
予
防
へ
の
関

心
を
高
め
、
火
災
の
発
生
を
防
止
す

る
こ
と
で
、
火
災
に
よ
る
死
傷
者
の

数
を
減
ら
し
、
ま
た
財
産
の
損
失
を

防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
す
る

も
の
で
す
。

　
火
災
を
発
生
さ
せ
な
い
た
め
に
、

日
頃
か
ら
家
庭
、
地
域
、
職
場
等
に

お
い
て
火
災
予
防
に
心
が
け
て
く
だ

さ
い
。

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動

平
成
2₈
年
度

　
全
国
統
一
防
火
標
語

「
消
し
ま
し
ょ
う

そ
の
火
そ
の
時

そ
の
場
所
で
」

第₆₃回文化財防火デーに
伴い町内社寺の消防設備
等の点検を実施しました。

　今後も、町内の貴重な

文化財を守るため、消防

設備等の点検を順次行っ

ていきます。

▼点検場所　

寳積院、東昌寺、真勝寺

問　生涯学習課　

☎内線323

【
持
ち
込
め
な
い
物
も
あ
り
ま
す
】

　
持
ち
込
ま
れ
る
物
で
も
販
売
店
や

専
門
店
で
処
理
が
必
要
な
物
が
あ
り

ま
す
。

　
例
え
ば
、
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
等
で
使

用
す
る
土
や
レ
ン
ガ
、
ま
た
、
腕
時

計
等
に
使
用
さ
れ
る
ボ
タ
ン
電
池
等

は
受
け
取
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。

持
ち
込
む
と
き
は
、
事
前
に
町
で
処

分
で
き
る
物
か
を
電
話
で
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

【
ご
み
の
持
ち
込
み
の
ル
ー
ル
】

▼
持
ち
込
み
が
可
能
な
曜
日

月
曜
日
か
ら
土
曜
日
（
祝
日
、
年

末
年
始
は
除
く
）
※
土
曜
日
は
祝

日
で
も
持
ち
込
め
ま
す
。

▼
持
ち
込
み
時
間

　
午
前
　
９
時
～
11
時
30
分

　
午
後
　
１
時
～
４
時

※
土
曜
日
は
午
前
中
の
時
間
の
み
受

付
け
て
い
ま
す
。

▼
処
理
手
数
料

　
家
庭
系
ご
み
　
１
０
０
円
／
10
㎏

　
事
業
系
ご
み
　
２
２
０
円
／
10
㎏

▼
注
意
事
項

・
町
外
の
ご
み
は
持
ち
込
み
で
き
ま

せ
ん
。

・
本
人
以
外
が
持
ち
込
ま
れ
る
場
合

は
委
任
状
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

事
前
に
電
話
で
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

問 

美
化
セ
ン
タ
ー 

☎（
72
）４
４
３
８

　
美
化
セ
ン
タ
ー
へ
ご
み
を
持
ち
込

む
場
合
は
必
ず
分
別
し
、
中
身
が
見

え
る
袋
な
ど
に
入
れ
て
持
ち
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
分
別
状
況
が
ひ
ど
い
場
合
、

ご
み
を
持
ち
帰
っ
て
も
ら
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
集
積
場
所
に
出
す
よ
う

に
分
別
し
て
か
ら
持
ち
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

美
化
セ
ン
タ
ー
に
ご
み
を
持
ち
込
む
に
は
！

～
持
ち
込
む
場
合
も
分
別
が
必
要
で
す
～

持ち込み時に多い未分別の例

３
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間

よくある事例：２ よくある事例：１

液体等は容器を空にして！ おもちゃや時計から電池は抜いて！
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情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護

制
度
の
運
用
状
況

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護

制
度
の
運
用
状
況

　平
成
26
年
度
の
運
用
状
況
を
次
の

と
お
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
情
報
公
開
制
度
】

▼
公
開
請
求
件
数

　１
２
４
件

▼
主
な
請
求
内
容

　工
事
設
計
・
積
算
書
な
ど

▼
公
開
請
求
に
対
す
る
決
定
の
状
況

・
公
開

　
　
　70
件

・
一
部
公
開

　46
件

・
非
公
開

　
　１
件

・
不
存
在

　
　17
件

・
取
下
げ

　
　０
件

※

１
件
の
請
求
に
対
し
、
複
数
の
決

定
を
行
っ
て
い
る
場
合
が
あ
る
た
め
、

決
定
件
数
の
合
計
は
請
求
件
数
と
一

致
し
ま
せ
ん
。

▼
異
議
申
立
て

　１
件

【
個
人
情
報
保
護
制
度
】

▼
開
示
請
求
件
数

　２
件

▼
公
開
請
求
に
対
す
る
決
定
の
状
況

（
簡
易
開
示
請
求
を
除
く
。
）

・
一
部
公
開

　２
件

▼
簡
易
開
示
請
求
件
数

　６
件

　運
用
状
況
に
つ
い
て
の
詳
し
い
資

料
は
、
町
役
場
及
び
国
府
支
所
１
階

の
町
民
情
報
コ
ー
ナ
ー
、
町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い
ま
す
。

　
　総
務
課

　☎
内
線
２
１
２

問

お知らせお知らせ
 します！ します！町職員の給与･職員数町職員の給与･職員数

 総務課　☎内線 210･211

 職員の給与は、生計費及び国や他自治体の職員給与、民間企業従業員
の給与との均衡を図るため、人事院が国家公務員に対して行う給与勧告
に準じて、町議会の議決を経て定められた条例に基づき支給します。

 職員の平均給料月額及び平均年齢の状況

区  分
国町磯大

平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢

一般行政職 283,056円 39.3歳 331,816円 43.6歳

技能労務職 282,978円 55.9歳 287,447円 50.4歳

歳出額（A） 　　 　 人件費（B）※ 人件費率
（Ｂ）／（Ａ）

10,352,988千円 2,065,738千円 20.0％

※人件費には町長、副町長、議員等の特別職に支給される給料、報酬等を
 含みます。

 給与費の状況（平成28年度一般会計予算）

職員数
（A）

給  与  費 一人当たり
の給与費

（Ｂ）/（Ａ）給  料 職員手当 期末・勤勉手当 計（B）

277人

※給与費は当初予算に計上された額であり、

※平成24・25年度の括弧内の数値は、国家公務員の臨時特例法
　（平成24年４月１日～平成26年３月31日)による減額前の額
　と比較した参考値です。
※平成27年度の指数は、給与制度の総合的見直しによる経過措
　置を行わなかったため、制度完成時の地域手当支給率に基づ
　き算出しています。括弧内の数値は平成27年４月１日現在の
　国の指定基準地域手当支給率に基づき算出した参考値です。

特別職は含みません。

 特別職等の給与・報酬の状況（平成28年度）

月 額 期末手当（年間）

町  長

給 料

767,000円

3.85月分副 町 長 623,000円

教 育 長 575,000円

議  長

報 酬

423,000円

4.15月分副 議 長 344,000円

議  員 315,000円

 
 ラスパイレス指数とは、国家公務員の給料を 100 とした場合の地方
公務員の給料水準を示す指数です。

問

 職員給与のしくみ ラスパイレス指数 

 人件費の状況（平成27年度一般会計決算）

896,308千円 267,180千円 353,309千円 1,516,797千円 5,476千円

（各年４月１日現在）

（平成28年４月１日現在）

H23 H24 H25 H26 H27 H28
85

90

95

100

105

110

95.6

104.3

101.9

93.8

91.9
（92.6）

90.9

（96.3）
（94.1）

（年度）

　今後も簡素で効率的な行財政を推進するとともに、適正な定員管理
を行い住民サービスの維持を図ります。

 職員数               （各年４月１日現在）

H24 H25 H26 H27 H28
250

255

260

265

270

261

263

259

258

263

（年度）

（人）

　
平
成
27
年
度
の
運
用
状
況
を
次
の

と
お
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
情
報
公
開
制
度
】

▼
公
開
請
求
件
数
　
１
４
６
件

▼
主
な
請
求
内
容

　
工
事
設
計
・
積
算
書
な
ど

▼
公
開
請
求
に
対
す
る
決
定
の
状
況

・
公
開
　
　
　
69
件

・
一
部
公
開
　
63
件

・
非
公
開
　
　
２
件

・
不
存
在
　
　
17
件

・
取
下
げ
　
　
０
件

※
１
件
の
請
求
に
対
し
、
複
数
の
決

定
を
行
っ
て
い
る
場
合
が
あ
る
た
め
、

決
定
件
数
の
合
計
は
請
求
件
数
と
一

致
し
ま
せ
ん
。

▼
異
議
申
立
て
　
１
件

【
個
人
情
報
保
護
制
度
】

▼
開
示
請
求
件
数
　
２
件

▼
公
開
請
求
に
対
す
る
決
定
の
状
況

（
簡
易
開
示
請
求
を
除
く
。）

・
一
部
公
開
　
１
件

・
不
存
在
　
　
１
件

▼
簡
易
開
示
請
求
件
数
　
13
件

　
運
用
状
況
に
つ
い
て
の
詳
し
い
資

料
は
、
町
役
場
及
び
国
府
支
所
１
階

の
町
民
情
報
コ
ー
ナ
ー
、
町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い
ま
す
。

問
　
総
務
課
　
☎
内
線
２
１
２

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護

制
度
の
運
用
状
況
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れ
た
神
経
を
整
え
、
抵
抗
力
を
つ
け

る
作
用
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
お

り
、
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
を
和
ら
げ
る

だ
け
で
な
く
、
予
防
に
も
効
果
大
で

す
。

　
ま
た
、
心
休
ま
る
様
々
な
香
り
が

楽
し
め
る
ハ
ー
ブ
茶
と
ア
レ
ル
ギ
ー

と
の
関
わ
り
は
は
る
か
昔
、
エ
ジ
プ

ト
文
明
の
頃
に
ま
で
遡
り
ま
す
。
そ

の
な
か
で
も
、
花
粉
症
を
和
ら
げ
る

ハ
ー
ブ
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
の
は
、

ロ
ー
ズ
や
エ
キ
ナ
セ
ア
が
あ
り
ま
す
。

自
分
に
合
っ
た
方
法
で
嫌
な
季
節
も

快
適
に

　
花
粉
症
に
限
ら
ず
、
睡
眠
不
足
や

疲
労
、
ス
ト
レ
ス
等
で
体
調
が
崩
れ

る
と
身
体
に
様
々
な
悪
影
響
が
。
体

質
改
善
は
今
日
か
ら
で
も
気
軽
に
始

め
ら
れ
ま
す
。
で
き
る
事
か
ら
少
し

ず
つ
始
め
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

問
　
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課
　
豊
泉

　
☎
内
線
３
０
９

春
は
あ
け
ぼ
の

　
春
は
始
ま
り
の
季
節
。
新
生
活
、

新
入
社
員
、
新
入
生
、
新
学
期
⋮
。

で
も
素
直
に
喜
べ
な
い
方
も
。
そ
う
、

「
新
お
鼻
ズ
ル
ズ
ル
さ
ん
」「
新
か
ゆ

み
目
さ
ん
」
の
季
節
で
も
あ
る
の
で

す
。

　
花
粉
症
と
は
、
主
に
花
粉
が
原
因

と
な
る
「
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
」
と

「
ア
レ
ル
ギ
ー
性
結
膜
炎
」
を
指
し

ま
す
が
、
体
質
や
吸
い
込
む
花
粉
量

の
違
い
、
ま
た
環
境
等
の
影
響
は
あ

る
も
の
の
、
ど
な
た
で
も
発
症
す
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
吸
い
込
ん
だ

花
粉
に
対
し
て
抗
体
が
作
ら
れ
続
け

れ
ば
、
い
つ
か
は
発
症
す
る
、
と
い

う
訳
で
す
。
そ
こ
で
近
年
、
体
質
改

善
を
ね
ら
っ
た
方
法
に
注
目
が
集

ま
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

体
質
改
善
で
花
粉
症
に
勝
つ
！

　
心
理
的
ス
ト
レ
ス
と
ア
レ
ル
ギ
ー

の
密
接
な
関
係
は
、
長
年
研
究
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
例
え
ば
気
管
支
喘
息

は
代
表
的
な
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
で
す

が
、
ユ
リ
や
バ
ラ
の
花
粉
で
喘
息
の

起
こ
る
人
は
、
そ
の
造
花
で
も
発
作

を
起
こ
す
こ
と
が
既
に
19
世
紀
に
発

見
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ゆ
っ
く
り
と
呼
吸
に
集
中
し
て
、

リ
ラ
ッ
ク
ス
を
体
に
感
じ
さ
せ
る
行

為
で
あ
る
瞑
想
は
、
花
粉
症
に
よ
っ

て
神
経
が
受
け
た
傷
を
治
癒
し
、
荒

　
在
宅
障
害
者
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
券

の
申
請
を
受
付
し
ま
す
。
利
用
を
希
望

さ
れ
る
方
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者
　
町
内
在
住
（
施
設
入
所

者
は
除
く
）
で
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
し
、
自
動
車
税
の
減
免
や
介
護
タ

ク
シ
ー
利
用
助
成
制
度
を
受
け
て
い

な
い
方
。

○
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級

（
上
肢
・
下
肢
・
体
幹
・
視
覚
・
内

部
障
が
い
）
を
お
持
ち
の
方

○
療
育
手
帳
（
Ａ
１
・
Ａ
２
）
を
お

持
ち
の
方
、
ま
た
は
知
能
指
数
35
以

下
と
判
断
さ
れ
た
方

○
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級

を
お
持
ち
の
方

○
特
定
疾
患
医
療
証
を
お
持
ち
の
方

※
じ
ん
臓
機
能
障
が
い
１
級
（
人
工

透
析
対
象
者
）
の
方
に
は
最
大
72
枚
、

そ
れ
以
外
の
方
に
は
最
大
48
枚
発
行

し
ま
す
。

▼
手
続
き
に
必
要
な
も
の

○
身
体
障
害
者
手
帳

○
療
育
手
帳

○
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

○
特
定
疾
患
医
療
証

○
印
鑑
（
印
鑑
を
お
忘
れ
の
場
合
は

発
行
で
き
ま
せ
ん
）

▼
利
用
開
始
　
４
月
１
日（
土
）か
ら

▼
受
付
　
３
月
27
日
（
月
）
か
ら

▼
申
請
場
所
　
障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
　
障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
☎
（
73
）
４
５
３
０

　
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
介
護
が

必
要
な
在
宅
の
障
が
い
児
者
に
対
し
、

一
定
の
要
件
を
満
た
し
た
場
合
に
支

給
し
ま
す
。

・
障
害
児
福
祉
手
当
（
20
歳
未
満
）

　
１
４
，
６
０
０
円
（
月
額
）

・
特
別
障
害
者
手
当
（
20
歳
以
上
）

　
２
６
，
８
３
０
円
（
月
額
）

▼
申
請
場
所
　
障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
手
当
額
は
平
成
28
年
度
の
額
で
あ

り
、
平
成
29
年
度
に
つ
い
て
は
金

額
が
変
更
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

問
　
障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
☎
（
73
）
４
５
３
０

平
塚
保
健
福
祉
事
務
所
生
活
福
祉
課

　
☎
（
32
）
０
１
３
０

▼
支
給
額

　
支
給
対
象
者
１
人
に
つ
き
、
１
万

５
千
円
で
す
。

▼
申
請
期
間

　
３
月
13
日（
月
）～
６
月
13
日（
火
）

※
給
付
金
を
装
う「
振
り
込
め
詐
欺
」

や
「
個
人
情
報
の
詐
取
」
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　
　
給
付
金
を
装
う
不
審
な
電
話
が

か
か
っ
て
き
た
ら
、
町
役
場
や
最

寄
り
の
警
察
署
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

問
　
福
祉
課
　
☎
内
線
３
０
３

　
平
成
26
年
４
月
か
ら
消
費
税
率
が

引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
所

得
の
少
な
い
方
々
の
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
、
対
象
と
な
る
方
に
「
臨
時

福
祉
給
付
金
（
経
済
対
策
分
）」
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

　
３
月
中
旬
に
、
給
付
金
の
対
象
に

な
る
と
思
わ
れ
る
世
帯
に
申
請
書
を

送
付
し
ま
す
。

▼
支
給
対
象
者

　
平
成
28
年
１
月
１
日
に
大
磯
町
に

住
民
登
録
が
あ
り
、
平
成
28
年
度
分

町
県
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
方
。

た
だ
し
、
課
税
さ
れ
て
い
る
方
に
扶

養
さ
れ
て
い
る
方
や
生
活
保
護
の
受

給
者
の
方
等
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

臨
時
福
祉
給
付
金
︵
経
済
対
策
分
︶
の
お
知
ら
せ

障
害
児
福
祉
手
当
・

特
別
障
害
者
手
当
支
給

�

～
申
請
は
お
済
み
で
す
か
～

こ
ん
に
ち
は
　
保
健
師
で
す

 

平
成
29
年
度
障
害
者
タ
ク
シ
ー

 

利
用
助
成
券
申
請
の
受
付

大磯町
横溝千鶴子記念
障害福祉センター

国府小
●

城山公園

●国府支所

●平塚学園
　グラウンド

●旧吉田邸

大磯署●

大磯ロングビーチ●

プリンスホテル
●

真勝寺
●

西長院
●

県
道
相
模
原
大
磯
線 東海道本線

西湘バイパス大磯西インター
相模湾

国道 1号線
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旧吉田茂邸・兜門（県立大磯城山公園旧吉田茂邸地区内）

焼
失
後
、再
建
を
望
む
声
が
上
が
り
、大
磯

町
は
同
年
７
月
に
「
大
磯
町
旧
吉
田
茂
邸

再
建
基
金
」
を
設
置
し
、
町
内
外
か
ら
広

く
邸
宅
再
建
の
た
め
の
寄
付
を
募
り
ま
し

た
。そ
の
後
、皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
支
援

に
よ
り
基
金
が
一
定
の
額
に
達
し
た
こ
と

を
受
け
、
平
成
24
年
に
神
奈
川
県
と
協
定

を
結
び
、
再
建
事
業
が
具
体
化
し
ま
し
た
。

平
成
27
年
に
は
再
建
工
事
が
ス
タ
ー
ト
し
、

翌
年
28
年
に
再
建
工
事
が
完
了
。
一
部
の

建
物
を
除
い
て
、
邸
宅
を
再
現
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
再
建
に
あ
た
っ
て
は
、
多
く
の
方
々
の

ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
大
磯
町
は
、
今

後
も
、
こ
の
歴
史
的
に
貴
重
な
資
産
を
後

世
に
伝
え
、
町
内
外
に
広
く
利
用
し
て
い

た
だ
く
た
め
の
取
組
み
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

旧吉田茂邸再建のあゆみ

平成18年
9月　神奈川県が都市公園として隣接する
県立大磯城山公園と一体整備の方針を固
める

平成21年
3月22日　原因不明の出火により本邸焼失
7月1日　「大磯町旧吉田茂邸再建基金」
を設置し募金活動を開始
7月9日　「旧吉田茂邸の再建に向けた要
望書」を大磯町長が神奈川県知事に提出
し、再建への本格的な取組みが始まる

平成24年
7月27日　神奈川県と大磯町の旧吉田茂邸
再建事業に係る基本協定締結

平成27年
3月　再建工事着工

平成28年
6月　再建工事完了

平成29年
4月1日　旧吉田茂邸、大磯町郷土資料館
別館としてオープン予定

　
こ
の
た
び
、
大
磯
町
が
神
奈
川
県
の
協
力

の
も
と
進
め
て
い
ま
し
た
、
旧
吉
田
茂
邸
の

再
建
が
完
了
し
、
平
成
29
年
４
月
１
日
よ
り
、

大
磯
町
郷
土
資
料
館
の
別
館
と
し
て
オ
ー
プ

ン
し
ま
す
。

　
旧
吉
田
茂
邸
は
、
大
磯
町
西
小
磯
に
あ
り
、

相
模
湾
に
面
し
た
大
磯
丘
陵
の
端
に
位
置
し

て
い
ま
す
。
邸
内
か
ら
は
、
南
に
向
か
っ
て

相
模
湾
を
一
望
で
き
、
西
に
目
を
向
け
る
と

箱
根
山
や
富
士
山
と
い
っ
た
山
々
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。
吉
田
は
大
磯
の
自
邸
を
、
こ
う

し
た
眺
望
と
、
海
千
山
千
の
政
財
界
の
要
人

た
ち
が
訪
れ
る
こ
と
を
掛
け
て
、
「
海
千
山

千
荘
」
と
呼
び
ま
し
た
。

　
平
成
21
年
３
月
22
日
に
邸
内
よ
り
火
災
が

発
生
し
焼
失
。
さ
い
わ
い
庭
園
や
サ
ン
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
を
記
念
し
て
建
て
ら
れ

た
兜
門
な
ど
は
焼
失
を
ま
ぬ
が
れ
ま
し
た
が
、

母
屋
は
全
焼
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
邸
宅
の

か
ぶ
と

9



このたびの再建事業では、焼失前の邸宅のうち、応接間棟・新館棟をメインに再建しました。そのうち、玄関

と新館棟は近代数寄屋建築で有名な吉田五十八設計の建物を再現しており、随所に吉田五十八の建築の特徴が

みられます。すっきりとした直線によって構成された建物は、モダンな雰囲気を醸し出しています。さらに、

旧吉田茂邸は体験型の博物館施設として、吉田が生きていた当時の様子に近づけています。

また、邸内には展示スペースを設け、展示を行う予定です。どなたでも利用できる研修室も設けていますので、

ぜひご利用ください。

い そ や

応接間棟
昭和 20 年代、吉田が内閣総理大臣であった時代に建てられた棟です。２階の書斎には、

官邸直通の黒電話が置かれていました。また、大磯の船大工が関わったという舟形の浴槽

も建物の一部として再現されています。

新館
昭和 30 年代、吉田は海外からの賓客を迎えるため、著名な建築家・吉田五十八に設計を

依頼しました。近代数寄屋建築と呼ばれる建築様式をもちい、和と洋が融合された近代的

な造りとなっています。応接間であった「金の間」からは、吉田が愛した富士山をはじめ、

箱根の山々と相模湾を一望できる、素晴らしい眺望となっています。また、吉田が最期を

迎えた寝室「銀の間」も、亡くなった当時のベッドを再現しています。

※写真はオープン前のものです。オープン時には、家具や調度品を再現・設置し、当時の様子に近づけます。
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P

▲吉田茂

所在
〒255－0005
大磯町西小磯 418（県立大磯城山公園内）

アクセス
バス：「二宮駅行」「国府津駅行」「湘南大磯住宅行」
　　　城山公園前下車徒歩 5 分
車：国道 1 号線沿い「城山公園交差点」よりすぐ
＊県立大磯城山公園内に駐車場があります。

旧吉田茂邸利用案内
観覧料
大人 500 円（450 円）　中・高校生 200 円（150 円）
小学生以下　無料
＊カッコ内は 20 名以上の団体料金
＊障がい者とその介護者 1 名は無料。障がい者手帳を提示
してください。
＊中・高校生は学生証を提示してください。

開館時間
9 時～ 16 時 30 分（入館は 16 時まで）

休館日
毎週月曜日（月曜日が祝日の時は翌日火曜が休館）、毎月１
日、年末年始（12 月 29 日～1 月 4 日）
＊休館日であっても、全館貸出等の利用が可能です。

　・　
郷土資料館　☎（61）4700
旧吉田茂邸　☎（61）4777

吉田茂　明治11年（1878）～昭和 42年（1967）
東京生まれ。明治から昭和戦前期にかけて外交官として、中国・ヨーロッパを

巡る。また、戦後は外務大臣、内閣総理大臣を歴任。

吉田は昭和 20 年代から 30 年代にかけて長らく内閣総理大臣を

つとめた人物です。第二次世界大戦後、連合国総司令部（GHQ）

の占領下において、戦後の復興を担うとともに、教育や農地改

革など様々な分野での改革を進めました。さらに、サンフラン

シスコ講和条約締結による日本の国際社会への復帰といった、

現在に至る日本の基礎を築きました。

吉田茂と大磯
吉田と大磯には深い関わりがあります。明治17年（1884）吉田

の養父であった横浜の豪商・吉田健三は大磯に土地を購入し、

別荘を建てました。大磯の別荘文化の先駆けといえます。当時

まだ幼かった吉田も、この頃より大磯を訪れ、この土地に親し

むようになりました。吉田は健三の死後、莫大な財産のひとつ

として大磯の家を受け継ぎます。

昭和 20 年（1945）には大磯を本邸と定め、内閣総理大臣退任

後は大磯に隠棲しました。隠棲したあとも、吉田を訪れる人々

は途切れることなく、その様子から「大磯詣」という言葉も生

まれました。晩年、大磯の自宅から富士山を眺めることを非常

に好んだ吉田は、その最期を大磯で迎えました。

▲サンフランシスコ講和条約調印（昭和 26 年）

アメリカ・サンフランシスコ講和会議にて。

吉田は講和条約を記念して、大磯の自宅に「兜門」

を建てました。

かぶと

問 申

12
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旧
吉
田
茂
邸
の
落
成
を
記
念
し
て
、

吉
田
茂
を
テ
ー
マ
と
し
た
展
示
を
開

催
し
ま
す
。

　
戦
後
、
日
本
の
復
興
期
に
長
期
に

わ
た
っ
て
内
閣
総
理
大
臣
を
つ
と
め

た
吉
田
茂
。
幼
少
期
よ
り
大
磯
に
親

し
み
、
晩
年
は
大
磯
の
邸
宅
を
本
宅

と
し
て
暮
ら
し
ま
し
た
。
そ
の
吉
田

茂
の
生
涯
と
大
磯
と
の
か
か
わ
り
、

ま
た
、
大
磯
に
あ
っ
た
私
邸
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

▼�

会
期
　
３
月
26
日
（
日
）
～
５
月

７
日
（
日
）

▼�

休
館
日
　
４
月
10
日
・
17
日
・
24

日
、
５
月
１
日
・
２
日

▼�

会
場
　
郷
土
資
料
館
企
画
展
示
室

▼
関
連
行
事
　

　�

展
示
解
説
　
展
示
内
容
に
つ
い
て

30
分
程
の
解
説
を
し
ま
す
。
４
月

９
日（
日
）、５
月
５
日（
金
・
祝
日
）

の
14
時
に
企
画
展
示
室
前
へ
お
集

ま
り
く
だ
さ
い
。

　
講
演
会
　
４
月
16
日
（
日
）

　
14
時
～
16
時

　�

講
師
　
柴
田
　
紳
一
氏
（
國
學
院

大
学
文
学
部
史
学
科
准
教
授
）

　
会
場
　
郷
土
資
料
館
　
研
修
室

　
定
員
　
60
人
（
申
込
み
不
要
）

※�

定
員
を
超
え
た
場
合
は
立
ち
見
と

な
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

旧吉田茂邸公開記念イベント　　※吉）〜旧吉田茂邸地区　※三）〜旧三井別邸地区
イベント名 期　　間 開催場所 開催時間 内　　容 備　　考

旧吉田茂邸写真展 ３/25㈯〜４/９㈰ 吉）管理休憩棟 ９：00〜17：00 吉田茂邸建物の焼失前と再建後の写真を比較展示します

大磯高校華道展 ３/30㈭〜４/５㈬ 吉）管理休憩棟 ９：00〜17：00
大磯高校の茶華道部（草心流）生徒が、小麦
田工房の先生・生徒が制作した器に花を活け
展示します

門スタンプラリー ３/30㈭〜４/５㈬
吉）１か所
三）７か所、
両事務所３か所

９：00〜16：30 大磯城山公園内の各門８か所に設置してあるスタンプと城山公園のスタンプ計11個を集めます 雨天の場合は中止

春の野点 ４/１㈯ 吉）庭園 10：00〜15：00 大磯町茶道協会の協力により野点を実施します 雨天の場合は室内

邸園コンサート（１） ４/１㈯ 吉）庭園 10：00〜15：00「りさの会」の皆さんによる琴の演奏を行います 雨天の場合は室内

邸園コンサート（２） ４/２㈰ 吉）庭園 10：00〜15：00 フルートとピアノによる演奏を行います 雨天の場合は室内

七賢堂特別開扉 ４/１㈯・４/２㈰ 吉）七賢堂 10：00〜16：00
七賢堂の扉を特別に開き、中をご覧いただく
とともに、大磯ガイドボランティア協会によ
る無料説明を実施します

ボランティアガイド ４/１㈯・４/２㈰ 吉）庭園 10：00〜15：00 大磯ガイドボランティア協会による土日有料の庭園ガイドを無料で実施します

似顔絵コーナー ４/１㈯・４/２㈰ 吉）菜園広場 10：00〜15：00 似顔絵コーナーを設置します

子ども遊びコーナー ４/１㈯・４/２㈰ 吉）菜園広場 10：00〜15：00 プラバン工作、輪投げ遊びや綿菓子・ポップコーンを販売します 雨天の場合は中止

盆栽展 ４/１㈯・４/２㈰ 吉）菜園広場 10：00〜16：00
大磯町盆栽愛好会の皆さんが仕立てた季節の
盆栽等を展示するとともに、盆栽・花苗を販
売します

城山マルシェ ４/１㈯・４/２㈰ 吉）菜園広場 10：00〜15：00 大磯町商工会加入店舗により地場産品の販売を行います

観光ブース ４/１㈯・４/２㈰ 吉）菜園広場 10：00〜15：00 大磯町観光協会により大磯町のパンフレット等を配布します

旧吉田茂邸の公開に合わせ、公開記念イベントを開催します。

▼入場料　無料　　 ▼その他　駐車場は土日祝日有料� 問　大磯城山公園　☎（61）0355

旧吉田茂邸 公開記念イベント

■
郷
土
資
料
館
と
旧
吉
田
茂
邸
の
施

設
の
貸
出
に
つ
い
て

　
次
の
用
途
で
、
各
施
設
を
有
料
で

利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　
３
月
２
日
（
木
）
か
ら
申
込
み
を

開
始
し
ま
す
。

〈
各
種
団
体
研
修
等
を
目
的
と
し
た

利
用
〉

○
施
設
・
使
用
料

旧
吉
田
茂
邸
（
休
館
日
の
み
）

全
館

（
１
日
）�

１
２
０
，
０
０
０
円

（
１
時
間
）�

１
８
，
０
０
０
円

食
堂

（
１
日
）�

２
０
，
０
０
０
円

（
１
時
間
）�

３
，
０
０
０
円

和
室
（
書
斎
）

（
１
日
）�

１
７
，
０
０
０
円

（
１
時
間
）�

２
，
５
０
０
円

金
の
間

（
１
日
）�

１
４
，
０
０
０
円

（
１
時
間
）�

２
，
０
０
０
円

〈
会
議
・
研
修
を
目
的
と
し
た
利
用
〉

○
施
設
・
使
用
料（
１
時
間
に
つ
き
）

郷
土
資
料
館
研
修
室

（
町
内
団
体
）�

５
０
０
円

（
町
外
団
体
）�

１
，
０
０
０
円

旧
吉
田
茂
邸
研
修
室�

３
０
０
円

〈
展
示
を
目
的
と
し
た
利
用
〉

○
施
設
・
使
用
料（
１
日
に
つ
き
）

郷
土
資
料
館
回
廊３

０
，
０
０
０
円

旧
吉
田
茂
邸
展
示
・
休
憩
室

６
，
０
０
０
円

問
　
郷
土
資
料
館
　

　
☎
（
61
）
４
７
０
０

臨時開館のお知らせ
　旧吉田茂邸の公開に伴い、下記の日程で郷土資料館と旧吉田茂邸を臨時開館します。

○郷土資料館　　３月27日（月）・４月１日（土）・４月３日（月）
○旧吉田茂邸　　４月１日（土）・４月３日（月）　　　　　　　

旧
吉
田
茂
邸

　
落
成
記
念
企
画
展

「
吉
田
茂

―
そ
の
生
涯
と
大
磯
―
」
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町の人口と世帯
２月１日現在

人口 31,491（－31）男 15,383（－9）女 16,108（－22）
世帯 12,398（－14）　（　）は前月比

2017年
３
月
号

カメラスケッチカメラスケッチ
広報カメラマン撮影

堂本　栞乃ちゃん
平成27年12月12日生

三輪車のカゴが大好きな１歳です。１歳になり沢山
おしゃべりはじめたり真似っこしたり出来る事が増
えてきました。これからの成長も楽しみです。

し の
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●旧吉田茂邸の梅
　　　　　2/4　大磯城山公園旧吉田茂邸地区(　 奥野さん撮影）

●雪の朝
　　　　　2/11　虫窪(　 杉崎さん撮影）

●大磯運動公園の河津桜

　　　　　2/11　大磯運動公園(　 高田さん撮影）

●多数傷病者対応訓練
　　　　　2/6　大磯ロングビーチ第１駐車場

(　 上田さん撮影）

スポーツ健康課 ☎内線319

大樹さん、梢さんの長女 ガーリックのせ野菜炒め
工夫した点は、バターで炒めて濃厚にしたところです。

中学校２年生の作品
（応募当時）

① フライパンにバターを大さじ１入れて温め、薄切りにしたにんにくを
　 入れて両面をこんがり焼いて、取り出す。
② にんじんを短冊切り、ブロッコリーとキャベツは一口大に切る。
　 ブロッコリーは茹でる。
③ フライパンにバター大さじ１を入れて温める。にんじんを始めに入れ、しば
　 らく焼く。少ししたらキャベツと茹でたブロッコリーを入れ、火を通す。
④ 火を止め、コンソメを入れ混ぜる。
⑤ お皿に盛ったら①のにんにくをかけてできあがり

※小・中学生によるOisoレシピ集は町のホームページからダウンロードできます。
 また、保健センターでも配布しています。

（３人分）材 料

作 り 方

にんじん 1/3本
キャベツ ２枚
ブロッコリー 適量
バター 大さじ２
コンソメ（粉末） 小さじ１
にんにく ３片
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